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大阪織物商健康保険組合設立
初代理事長に吉野正夫就任
組合機関紙「大織健保時報」創刊
被保険者の資格取得と同時に、健康を管理するた
めの健診を開始

健康者表彰の実施

家族療養付加金制度の実施

大阪毛織物卸商社組合に加入
家庭常備薬セットの一部負担による配布を実施

大阪タオル卸全商社組合に加入
大織厚生会館完成

要精密検診者を対象に随時精密検査を実施
文化教室（華道・茶道）開設
生活習慣病健診の実施

直営保養所「大織白浜荘」完成

組合設立10周年記念式典挙行

文化教室（書道）開設
調整年金制度の制定により組合主導のもとに大阪
織物商厚生年金基金設立発足

箕面総合グランド完成

箕面センター完成

大織厚生会館（敷地175.82坪）を売却し、大織健保
会館（331.67坪）を購入
初産者に育児図書の配布事業を開始
大織健保会館移転披露挙行

新理事長に光井司郎就任

直営保養所「大織仙石荘」完成
組合設立20周年記念式典挙行

「大織舞子ハイツ」オープン

健康保険法の一部改正により調整保険料の制度の
実施

老人保健法施行により老人保健拠出金制度の実施

組合設立30周年記念式典挙行
子宮がん検診実施

大腸がん検診実施

箕面センターを箕面船場団地組合に譲渡

組合設立40周年記念式典並びに新健保会館竣工
式典挙行
トレーニングセンター開設

料理教室開設

健康保険法一部改正により被保険者医療費2割負
担に変更

大阪織物商健康保険組大阪織物商健康保険組合        年のあゆみ合合   年年年年70
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介護保険制度施行
「大織仙石荘」閉鎖

「大織舞子ハイツ」閉鎖

新理事長に三宅克彦就任

健康保険法一部改正により被保険者医療費3割負
担に変更
保険料の計算方法を総報酬制に変更

組合設立満50周年
個人情報保護法施行
健康保険被保険者証のカード化
ＪＴＢ契約保養所利用補助開始
インフルエンザ予防接種の一部補助開始
ホームページを開設
「大織白浜荘」閉鎖

トレーニングセンター閉鎖
組合への加入ができる事業所所在地の範囲を全国
に変更

特定健診・特定保健指導開始
後期高齢者医療制度創設

新理事長に冨士智之就任

社会保険庁が廃止　日本年金機構発足

文化教室（書道）閉鎖

マイナンバー法（社会保障・税番号制度）成立
ジェネリック医薬品差額通知開始

新理事長に川﨑賢祥就任

組合設立満60周年
データヘルス計画スタート
文化教室（華道・茶道）閉鎖

マイナンバー制度運用開始

大阪織物商厚生年金基金解散

新理事長に下川浩一就任
料理教室休止
生活習慣病健診のオプション検査に乳がん検査を
追加
新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言
発令
インフルエンザワクチン予防接種の一部補助対象
者に被扶養者も追加
社会保険手続における電子申請システム運用開始

オンライン資格確認本格運用開始

健康保険被保険者証廃止

組合設立満70周年
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　令和6年10月24日、東京国際フォーラムにおいて
「令和6年度 健康保険組合全国大会」が、オンライン
を併用したハイブリッド方式で開催されました。
　「現役世代を守るための改革断行を！－2025年を
乗り越え、未来につながる皆保険制度に－」をテーマ
に、下記決議を採択しました。

令
和
6
年
10
月
24
日

令
和
6
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

現
役
世
代
を
守
る
た
め
の
改
革
断
行
を
！

―
２
０
２
５
年
を
乗
り
越
え
、未
来
に
つ
な
が
る
皆
保
険
制
度
に
―

　

本
年
は
、「
団
塊
の
世
代
」
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
る
「
2
0
2
5
年
」
が
目
前

に
迫
っ
た
極
め
て
重
要
な
年
で
あ
り
、
我
々
健
保
組
合
は
、
高
齢
者
医
療
費
の
さ
ら
な
る

増
大
と
現
役
世
代
の
減
少
が
重
な
る
「
2
0
2
5
年
問
題
」
と
い
う
重
大
な
危
機
に
直
面

す
る
。
こ
れ
ま
で
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
な
か
で
、
高
齢
者
医
療
へ
の

拠
出
金
負
担
が
一
層
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代
の

負
担
は
限
界
を
超
え
、
医
療
保
険
制
度
の
中
核
を
担
う
健
保
組
合
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
態
に
陥
る
。

　

国
民
の
安
心
の
礎
で
あ
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
と
保
険
者
、
医
療
提
供
者
な
ど
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
全
員
が
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
る
覚
悟
を
決
め
、
未
来
に
つ
な
が
る
改
革
へ
の
歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

特
に
、「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
と
「
世
代
間
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解
消
」

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
現
は
健
保
組
合
の
安
定
し
た
運
営
の
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
負
担
は
現
役
世
代
、
給
付
は
高
齢
者
」
と
い
う
仕
組
み
を

改
め
、
全
世
代
が
納
得
し
て
負
担
し
合
う
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
に
も
、
改
革
を

断
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
も
、

そ
の
財
源
を
含
め
、
国
民
の
十
分
な
理
解
の
も
と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療

機
能
の
分
化
・
連
携
の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、「
か
か
り
つ
け
医
制
度
」
の
構
築
な
ど
、

国
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
か
で
も
、
医
療
D
X
は
、
高
齢
者
の
増
加
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

医
療
費
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
医
療
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
わ
が
国

に
お
い
て
不
可
欠
な
施
策
で
あ
る
。
医
療
D
X
の
重
要
な
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
保
険
証

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
の
移
行
を
12
月
に
控
え
る
な
か
、
国
民
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
を
進
め
、

「
電
子
処
方
箋
の
普
及
」、「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
」
な
ど
を
推
進
し
、
社
会
生
活

に
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

我
々
健
保
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
も
事
業
主
と
連
携
を
図
り
、
加
入
者
の
特
性
に
あ
わ
せ
た

保
健
事
業
を
実
施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
し
て
き
た
。
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
、「
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
や
「
第
4
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
な
ど

を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
人
生
1
0
0
年

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

未
曾
有
の
超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
存
続
の
分
水
嶺
と
も
い
う
べ
き
2
0
2
5
年
を

乗
り
越
え
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
現
役
世
代
を
守
る
改
革

の
断
行
を
求
め
、
我
々
は
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
こ
こ
に
決
議
す
る
。

一
．
皆
保
険
を
全
世
代
で
支
え
る
持
続
可
能
な
制
度
の
実
現

一
．
医
療
の
効
率
化
に
資
す
る
医
療
D
X
の
推
進

一
．
安
全
・
安
心
で
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

一
．
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
健
保
組
合
の
役
割
強
化

■
皆
保
険
を
全
世
代
で
支
え
る
持
続
可
能
な
制
度
の
実
現

　

わ
が
国
は
急
速
な
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
の
増
加
傾
向
が

続
く
一
方
で
、
支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代
は
減
少
し
、
国
民
の
安
心
を
支
え
て
き
た

皆
保
険
制
度
は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　

世
界
に
誇
る
皆
保
険
制
度
を
将
来
に
引
き
継
ぎ
、
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め

に
も
、
今
こ
そ
「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
や
「
世
代
間
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
解
消
」
な
ど
の
課
題
に
道
筋
を
つ
け
、
皆
保
険
制
度
を
全
世
代
で
支
え
る

仕
組
み
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
少
子
化
は
国
の
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
そ
の
対
策
も
国
民
全
体
の
納
得
の
も
と
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
健
保
組
合
の
役
割
強
化

　

健
保
組
合
は
事
業
主
と
と
も
に
、
加
入
者
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
保
健

事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
展
開
し
、
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
等
に
取
り
組
む

こ
と
で
健
康
を
創
出
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
貢
献
し
て
き
た
。
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
健
康
日
本
21
（
第
3
次
）
と
も
連
携
し
、「
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」、

「
第
4
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」、
さ
ら
に
は
第
4
期
医
療
費
適
正
化
計
画

等
を
踏
ま
え
、
健
保
組
合
は
、
医
療
D
X
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
。

■
医
療
の
効
率
化
に
資
す
る
医
療
D
X
の
推
進

　

医
療
D
X
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
保
健
、
医
療
、
介
護
分
野
の
情
報
等
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
よ
り
良
質
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
医
療
需
要
が

高
ま
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
適
正
に
活
用
し
、
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
築
く
た
め
に
不
可
欠
な
施
策
で
あ
る
。

　

本
年
12
月
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
は
医
療
D
X
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
基
盤
で
あ
る
が
、
国
民
が
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

構
築
を
進
め
、「
電
子
処
方
箋
の
普
及
」、「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
」
を
推
進
し
、

国
全
体
で
社
会
生
活
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
安
全・安
心
で
効
果
的・効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

　

少
子
高
齢
化
の
加
速
に
よ
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
質
・
量
が
大
き
く
変
化
す
る
と

と
も
に
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
が
一
層
困
難
と
な
る
な
か
、
こ
の
ま
ま

で
は
国
民
が
必
要
な
時
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
。

　

今
後
も
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療

機
能
の
分
化
・
連
携
の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、
か
か
り
つ
け
医
制
度
の
構
築
な
ど
、

国
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
安
全
・
安
心
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
提
供

体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
医
療
の
重
点
化
・
効
率
化
の

観
点
か
ら
、
医
療
の
質
を
担
保
し
つ
つ
、
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
や
薬
剤
処
方
の

適
正
化
な
ど
「
給
付
と
負
担
の
見
直
し
」
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

現役世代を守るための現役世代を守るための改革断行改革断行を！を！
令和6年度　健康保険組合全国大会令和6年度　健康保険組合全国大会

－ 2025年を乗り越え、未来につながる皆保険制度に －－ 2025年を乗り越え、未来につながる皆保険制度に －
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　令和6年10月24日、東京国際フォーラムにおいて
「令和6年度 健康保険組合全国大会」が、オンライン
を併用したハイブリッド方式で開催されました。
　「現役世代を守るための改革断行を！－2025年を
乗り越え、未来につながる皆保険制度に－」をテーマ
に、下記決議を採択しました。

令
和
6
年
10
月
24
日

令
和
6
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

現
役
世
代
を
守
る
た
め
の
改
革
断
行
を
！

―
２
０
２
５
年
を
乗
り
越
え
、未
来
に
つ
な
が
る
皆
保
険
制
度
に
―

　

本
年
は
、「
団
塊
の
世
代
」
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
る
「
2
0
2
5
年
」
が
目
前

に
迫
っ
た
極
め
て
重
要
な
年
で
あ
り
、
我
々
健
保
組
合
は
、
高
齢
者
医
療
費
の
さ
ら
な
る

増
大
と
現
役
世
代
の
減
少
が
重
な
る
「
2
0
2
5
年
問
題
」
と
い
う
重
大
な
危
機
に
直
面

す
る
。
こ
れ
ま
で
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
な
か
で
、
高
齢
者
医
療
へ
の

拠
出
金
負
担
が
一
層
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代
の

負
担
は
限
界
を
超
え
、
医
療
保
険
制
度
の
中
核
を
担
う
健
保
組
合
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
態
に
陥
る
。

　

国
民
の
安
心
の
礎
で
あ
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
と
保
険
者
、
医
療
提
供
者
な
ど
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
全
員
が
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
る
覚
悟
を
決
め
、
未
来
に
つ
な
が
る
改
革
へ
の
歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

特
に
、「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
と
「
世
代
間
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解
消
」

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
現
は
健
保
組
合
の
安
定
し
た
運
営
の
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
負
担
は
現
役
世
代
、
給
付
は
高
齢
者
」
と
い
う
仕
組
み
を

改
め
、
全
世
代
が
納
得
し
て
負
担
し
合
う
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
に
も
、
改
革
を

断
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
も
、

そ
の
財
源
を
含
め
、
国
民
の
十
分
な
理
解
の
も
と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療

機
能
の
分
化
・
連
携
の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、「
か
か
り
つ
け
医
制
度
」
の
構
築
な
ど
、

国
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
か
で
も
、
医
療
D
X
は
、
高
齢
者
の
増
加
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

医
療
費
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
医
療
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
わ
が
国

に
お
い
て
不
可
欠
な
施
策
で
あ
る
。
医
療
D
X
の
重
要
な
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
保
険
証

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
の
移
行
を
12
月
に
控
え
る
な
か
、
国
民
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
を
進
め
、

「
電
子
処
方
箋
の
普
及
」、「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
」
な
ど
を
推
進
し
、
社
会
生
活

に
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

我
々
健
保
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
も
事
業
主
と
連
携
を
図
り
、
加
入
者
の
特
性
に
あ
わ
せ
た

保
健
事
業
を
実
施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
し
て
き
た
。
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
、「
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
や
「
第
4
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
な
ど

を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
人
生
1
0
0
年

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

未
曾
有
の
超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
存
続
の
分
水
嶺
と
も
い
う
べ
き
2
0
2
5
年
を

乗
り
越
え
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
現
役
世
代
を
守
る
改
革

の
断
行
を
求
め
、
我
々
は
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
こ
こ
に
決
議
す
る
。

一
．
皆
保
険
を
全
世
代
で
支
え
る
持
続
可
能
な
制
度
の
実
現

一
．
医
療
の
効
率
化
に
資
す
る
医
療
D
X
の
推
進

一
．
安
全
・
安
心
で
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

一
．
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
健
保
組
合
の
役
割
強
化

■
皆
保
険
を
全
世
代
で
支
え
る
持
続
可
能
な
制
度
の
実
現

　

わ
が
国
は
急
速
な
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
の
増
加
傾
向
が

続
く
一
方
で
、
支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代
は
減
少
し
、
国
民
の
安
心
を
支
え
て
き
た

皆
保
険
制
度
は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　

世
界
に
誇
る
皆
保
険
制
度
を
将
来
に
引
き
継
ぎ
、
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め

に
も
、
今
こ
そ
「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
や
「
世
代
間
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
解
消
」
な
ど
の
課
題
に
道
筋
を
つ
け
、
皆
保
険
制
度
を
全
世
代
で
支
え
る

仕
組
み
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
少
子
化
は
国
の
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
そ
の
対
策
も
国
民
全
体
の
納
得
の
も
と
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
健
保
組
合
の
役
割
強
化

　

健
保
組
合
は
事
業
主
と
と
も
に
、
加
入
者
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
保
健

事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
展
開
し
、
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
等
に
取
り
組
む

こ
と
で
健
康
を
創
出
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
貢
献
し
て
き
た
。
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
健
康
日
本
21
（
第
3
次
）
と
も
連
携
し
、「
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」、

「
第
4
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」、
さ
ら
に
は
第
4
期
医
療
費
適
正
化
計
画

等
を
踏
ま
え
、
健
保
組
合
は
、
医
療
D
X
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
。

■
医
療
の
効
率
化
に
資
す
る
医
療
D
X
の
推
進

　

医
療
D
X
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
保
健
、
医
療
、
介
護
分
野
の
情
報
等
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
よ
り
良
質
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
医
療
需
要
が

高
ま
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
適
正
に
活
用
し
、
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
築
く
た
め
に
不
可
欠
な
施
策
で
あ
る
。

　

本
年
12
月
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
は
医
療
D
X
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
基
盤
で
あ
る
が
、
国
民
が
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

構
築
を
進
め
、「
電
子
処
方
箋
の
普
及
」、「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
」
を
推
進
し
、

国
全
体
で
社
会
生
活
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
安
全・安
心
で
効
果
的・効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

　

少
子
高
齢
化
の
加
速
に
よ
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
質
・
量
が
大
き
く
変
化
す
る
と

と
も
に
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
が
一
層
困
難
と
な
る
な
か
、
こ
の
ま
ま

で
は
国
民
が
必
要
な
時
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
。

　

今
後
も
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療

機
能
の
分
化
・
連
携
の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、
か
か
り
つ
け
医
制
度
の
構
築
な
ど
、

国
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
安
全
・
安
心
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
提
供

体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
医
療
の
重
点
化
・
効
率
化
の

観
点
か
ら
、
医
療
の
質
を
担
保
し
つ
つ
、
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
や
薬
剤
処
方
の

適
正
化
な
ど
「
給
付
と
負
担
の
見
直
し
」
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

現役世代を守るための現役世代を守るための改革断行改革断行を！を！
令和6年度　健康保険組合全国大会令和6年度　健康保険組合全国大会

－ 2025年を乗り越え、未来につながる皆保険制度に －－ 2025年を乗り越え、未来につながる皆保険制度に －

決　

議

グラフで見る       年のあゆみる  年年70
保険料率、被保険者1人当たり保険料・保険給付費・拠出金の推移
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